
令和8（2026）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位

社会や学問についての幅広い知見
を獲得する 学士課程基幹教育科目 樟蔭基礎科目 樟蔭への誘い 樟蔭の窓 必修 1 樟蔭の窓 必修 1

これからの女性 女性のライフサイクル 2

ジェンダーを考える 2

現代に生きる女性たち 2

豊かな情操 笑いは人をつなぐ 2

感性の技法 2

うつくしいという体験を考える 2

言語科目
コミュニケーション（日
本語リテラシー） アカデミック・スキルズA 必修 1

アカデミック・ス
キルズA

必修 1

アカデミック・スキルズB 必修 1
アカデミック・
スキルズB

必修 1

上記以外の科目：6科目 選択

コミュニケーション（外
国語） Communicative English 1r 1

Communicative
English 1r

選択必修 1

Communicative English 1o 1
Communicative
English 1o

選択必修 1

Basic English 3b 1 Basic English 3b 選択必修 1

Basic English 3v 1 Basic English 3v 選択必修 1

コミュニケーショ
ン（外国語）

選択必修 1

コミュニケーショ
ン（外国語）

選択必修 1

数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎A 必修 1 情報処理基礎A 必修 1

情報処理基礎B 必修 1 情報処理基礎B 必修 1

情報と社会 必修 2 情報と社会 必修 2

暮らしとAI・データサイエンス 必修 2
暮らしとAI・デー
タサイエンス

必修 2

AI・データサイエンス
（データと社会）

選択 2
AI・データサイエ
ンス（データと
社会）

選択 2

AI・データサイエンス
（データ分析）

選択 2
AI・データサイエ
ンス（データ分
析）

選択 2

数学でわかるAIのエッセンス 選択 2
数学でわかるAIの
エッセンス

選択 2

樟蔭教養科目 自然の理解 数学とは何か 2

物理で考える暮らし 2

化学で考える暮らし 2

宇宙へ拡がる私たちの世界 2

健康の科学 2

ライフステージと栄養 2

生命の成り立ち 2

美しい地球を創る 2

人文の探求 私たちはどう生きるか 2

文学の読み方 2

歴史の読み方 2

自己の探求 2

心のしくみ 2

心の健康 2

宗教と現代 2

ポップカルチャー論 2

表現するからだ、考えるからだ 2

社会への視点 日本国憲法 2

日常生活と法 2

家計・消費と経済 2

現代社会と生活者の視点 2

子育てを考える 2

地域課題とボランティア活動 2

地球と社会の歩き方 2

国際社会と平和 2

多様性社会を生きるとは 2

体験の方法 和の伝統芸道 選択 1

レクリエーションと健康 選択 2

運動と健康A 選択 1

運動と健康B 選択 1

4単位
選択
必修

4単位
選択
必修

4単位
選択
必修

コミュニケーション外国語（上記
を含み）：41科目

2単位
選択
必修

秋 春

2

2年

秋

4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春

リベラルアーツ学科　
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

特定の分野に偏らない、人間や社
会、自然に関する基礎的知識と分
析のための手法を身につけている

修得した知識や技術を統合し、取
り組むべき課題を発見することが
できる

発見した課題について、その多様
な背景に留意しながら複眼的かつ
俯瞰的に観るとともに、身につけ
た手法を用いて探究することがで
きる

4単位
選択
必修

2単位
選択
必修

基礎的教養を基盤として、人間を
理解することと地域を理解するこ
とを通じて、
現代の社会が抱えている諸課題に
気づき、その課題について複眼的
かつ俯瞰的に捉え、
また実証的・科学的に探究するこ
とで課題の背景・要因を多面的に
捉え、社会と文化の多様性を尊重
し、
人間理解に立脚した社会貢献を果
たす意欲を持って、未来に繋がる
課題の解決策を提示できる人

他者と繋がり、合理的判断、論路
的思考だけでは解決困難な課題に
ついて協働して取り組むことがで
きる

 



令和8（2026）年度入学生カリキュラム　カリキュラムマップ

学科・専攻名

科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位

秋 春

2年

秋

4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春

リベラルアーツ学科　
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

キャリア系科目 キャリア設計 選択 1 キャリア設計 選択 1

キャリア開発 選択 1 キャリア開発 選択 1

キャリア研究 選択 2 キャリア研究 選択 2

キャリア実習（就業体験型） 選択 2
キャリア実習（就
業体験型）

選択 1
キャリア実習（就
業体験型）

選択 1
キャリア実習
（就業体験型）

選択 1
キャリア実習
（就業体験型）

選択 1
キャリア実習
（就業体験型）

選択 1
キャリア実習
（就業体験型）

選択 1

キャリア実習（学生提案型） 選択 4
キャリア実習（学
生提案型）

選択 2
キャリア実習（学
生提案型）

選択 2
キャリア実習
（学生提案型）

選択 2
キャリア実習
（学生提案型）

選択 2
キャリア実習
（学生提案型）

選択 2
キャリア実習
（学生提案型）

選択 2

基礎科目 知への扉 必修 2 知への扉 必修 2

知の技法 必修 2 知の技法 必修 2

科学的方法の理解 必修 2
科学的方法の理
解

必修 2

学士課程基幹教育科目 樟蔭教養科目 自然の理解：8科目 科目群から4単位選択必修
選択
必修

4

人文の探求：9科目 科目群から4単位選択必修
選択
必修

4

社会への視点：9科目 科目群から4単位選択必修
選択
必修

4

基礎科目 知への扉 必修 2 知への扉 必修 2

知の技法 必修 2 知の技法 必修 2

科学的方法の理解 必修 2
科学的方法の理
解

必修 2

人間を理解するための科
目

心理学概論 必修 2 心理学概論 必修 2

心理学研究法 必修 2 心理学研究法 必修 2

心理学実験 必修 2 心理学実験 必修 2

心理研究法演習（面接・観察） 必修 2
心理研究法演習
（面接・観察）

必修 2

地域を理解するための科
目 世界の中の日本 必修 2 世界の中の日本 必修 2

社会とコミュニケーション 必修 1
社会とコミュニ
ケーション

必修 1

家族関係論 必修 2 家族関係論 必修 2

東大阪学 必修 2 東大阪学 必修 2

文化政策学 必修 2 文化政策学 必修 2

文化遺産論 選択 2 文化遺産論 選択 2

数理情報科目 情報リテラシー 情報処理基礎A 必修 1 情報処理基礎A 必修 1

情報処理基礎B 必修 1 情報処理基礎B 必修 1

情報と社会 必修 2 情報と社会 必修 2

暮らしとAI・データサイエンス 必修 2
暮らしとAI・デー
タサイエンス

必修 2

AI・データサイエンス
（データと社会）

選択 2
AI・データサイエ
ンス（データ分
析）

選択 2

AI・データサイエンス
（データ分析）

選択 2
AI・データサイエ
ンス（データと
社会）

選択 2

数学でわかるAIのエッセンス 選択 2
数学でわかるAIの
エッセンス

選択 2

人間を理解するための科
目

心理学概論 必修 2 心理学概論 必修 2

心理学研究法 必修 2 心理学研究法 必修 2

心理学実験 必修 2 心理学実験 必修 2

心理研究法演習（面接・観察） 必修 2
心理研究法演習
（面接・観察）

必修 2

心理調査基礎実習 選択 2 心理調査基礎実習 選択 2

知的生産とクリティカル・シンキ
ング

選択 2
知的生産とクリ
ティカル・シン
キング

選択 2

脳科学とその応用 選択 2
脳科学とその応
用

選択 2

消費者行動論 選択 2 消費行動論 選択 2

地域を理解するための科
目

世界の中の日本 必修 2 世界の中の日本 必修 2

社会とコミュニケーション 必修 1
社会とコミュニ
ケーション

必修 1

家族関係論 必修 2 家族関係論 必修 2

東大阪学 必修 2 東大阪学 必修 2

文化政策学 必修 2 文化政策学 必修 2

文化遺産論 選択 2 文化遺産論 選択 2

国際関係論 選択 2 国際関係論 選択 2

ソーシャルデザイン 選択 2
ソーシャルデザイ
ン

選択 2

行動経済学 選択 2 行動経済学 選択 2

データスキル科目 プログラミング演習Ⅰ 必修 1
プログラミング
演習Ⅰ

必修 1

プログラミング演習ⅡA 選択 1
プログラミング演
習ⅡA

選択 1

プログラミング演習ⅡB 選択 1
プログラミング演
習ⅡB

選択 1

社会調査概説 選択 2 社会調査概説 選択 2

現代社会における諸課題につい
て、複眼的かつ俯瞰的に捉え、
データ等に基づき、科学的・実証
的に検討し、解決に向かうための
方法を深める

人間理解と地域理解の双方の視点
を身につけ、諸課題を模索するた
めの基礎を身につけている

リベラルアーツ学科専攻
科目

学士課程基幹教育科目

リベラルアーツ学科専攻
科目

リベラルアーツ学科専攻
科目

特定の分野に偏らない、人間や社
会、自然に関する基礎的知識と分
析のための手法を身につけている

修得した知識や技術を統合し、取
り組むべき課題を発見することが
できる

発見した課題について、その多様
な背景に留意しながら複眼的かつ
俯瞰的に観るとともに、身につけ
た手法を用いて探究することがで
きる
既存の知識、専門にとらわれず学
び続け、修得した知識や技術を活
かしながら課題解決に向けた努力
ができる

他者と繋がり、合理的判断、論路
的思考だけでは解決困難な課題に
ついて協働して取り組むことがで
きる

上 記 〔矢 印〕 参 照
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学科・専攻名

科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位 科目名 必修選 単位

秋 春

2年

秋

4年

育成する人材像 到達目標１（綱） 到達目標２（細） 科目区分１ 科目区分２ 科目区分３
授業科目 春 秋

3年

春 秋 春

リベラルアーツ学科　
育成する人材像・到達目標 到達目標に対応する授業科目 1年

社会調査の方法 選択 2 社会調査の方法 選択 2

サイバーセキュリティ 選択 2
サイバーセキュ
リティ

選択 2

科学的思考実験 選択 1 科学的思考実験 選択 1

基礎統計学 必修 2 基礎統計学 必修 2

データ解析の基礎 選択 2 データ解析の基礎 選択 2

量的データ解析実習 選択 1
量的データ解析
実習

選択 1

地域を理解するための科
目

世界の中の日本 必修 2 世界の中の日本 必修 2

社会とコミュニケーション 必修 1
社会とコミュニ
ケーション

必修 1

家族関係論 必修 2 家族関係論 必修 2

東大阪学 必修 2 東大阪学 必修 2

文化政策学 必修 2 文化政策学 必修 2

文化遺産論 選択 2 文化遺産論 選択 2

国際関係論 選択 2 国際関係論 選択 2

ソーシャルデザイン 選択 2
ソーシャルデザイ
ン

選択 2

行動経済学 選択 2 行動経済学 選択 2

PBL科目 実践演習基礎（Human） 必修 2
実践演習基礎
（Human）

必修 2

実践演習基礎（Society） 必修 2
実践演習基礎
（Society）

必修 2

人間科学実践演習Ⅰ 必修 2
人間科学実践演習
Ⅰ

必修 2

地域課題実践演習Ⅰ 必修 2
地域課題実践演習
Ⅰ

必修 2

人間科学実践演習Ⅱ
選択
必修

2
人間科学実践演
習Ⅱ

選択必修 2

地域課題実践演習Ⅱ
選択
必修

2
地域課題実践演
習Ⅱ

選択必修 2

人間科学キャリア実践演習
選択
必修

2
人間科学キャリ
ア実践演習

選択必修 2

地域課題調査実習
選択
必修

2
地域課題調査実
習

選択必修 2

卒業研究A 必修 2 卒業研究A 必修 2

卒業研究B 必修 2 卒業研究B 必修 2

PBL科目 卒業論文 必修 6 卒業論文 必修 6

リベラルアーツ学科専攻
科目

社会や文化の多様性を理解し、尊
重しながら、解決に向けてのアイ
デアを生み出せるようになる

“知識”を、修得した知識や技術
を使うことができる“知恵”へと
発展させる

リベラルアーツ学科専攻
科目

修得した知識や技術を統合し、取
り組むべき課題を発見することが
できる

他者と繋がり、合理的判断、論路
的思考だけでは解決困難な課題に
ついて協働して取り組むことがで
きる

4年間の学びの集大成として「卒業
論文」を作成する

リベラルアーツ学科専攻
科目

既存の知識、専門にとらわれず学
び続け、修得した知識や技術を活
かしながら課題解決に向けた努力
ができる

既存の知識、専門にとらわれず学
び続け、修得した知識や技術を活
かしながら課題解決に向けた努力
ができる

他者と繋がり、合理的判断、論路
的思考だけでは解決困難な課題に
ついて協働して取り組むことがで
きる

他者と繋がり、合理的判断、論路
的思考だけでは解決困難な課題に
ついて協働して取り組むことがで
きる

発見した課題について、その多様
な背景に留意しながら複眼的かつ
俯瞰的に観るとともに、身につけ
た手法を用いて探究することがで
きる

特定の分野に偏らない、人間や社
会、自然に関する基礎的知識と分
析のための手法を身につけている

修得した知識や技術を統合し、取
り組むべき課題を発見することが
できる

発見した課題について、その多様
な背景に留意しながら複眼的かつ
俯瞰的に観るとともに、身につけ
た手法を用いて探究することがで
きる

 


